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  明けましておめでとうござい  

ます。かけはしの取材を通し

て、新たな「出会い」と「経験」

をさせて頂きました。 

  皆様の地域教育に寄せる

「熱い思い」を肌で感じ、私自

身、少しずつですが成長でき

たかと思っています。   

  本年もよろしくお願いします。 
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令
和
四
年
度 

峡
南
地
域 

異
校
種

連
携
・
子
育
て
学
習
会
が
、
一
一
月

一
八
日
（
金
）
に
身
延
町
総
合
文
化

会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
講
演
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
も
あ

り
、
三
年
越
し
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。 

 

講
演
に
先
立
ち
、
山
本
純
司
会
長

が
、
日
常
の
中
で
見
て
感
じ
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ゲ
ー
ム
の
使
用
状

況
を
紹
介
し
、
「
今
日
の
話
を
聞
く
中

で
、
皆
様
方
も
共
感
を
持
っ
た
部
分

を
、
ぜ
ひ
大
勢
の
方
に
伝
え
て
い
た

だ
け
る
と
、
広
い
輪
が
繋
が
っ
て
い

く
と
思
う
。
ま

た
、
有
効
な
対

応
策
が
練
ら
れ

た
ら
良
い
と
思

う
」
と
話
し
ま

し
た
。 

 

講
師
の
樋
口

先
生
は
旧
鰍
沢

町
の
出
身
で
、 

建設中の富士橋（右）と現

在の富士橋（左）です。 

 

ネ
ッ
ト
依
存

や
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依

存
な
ど
の
予

防
・
治

療
・

研
究
の
第
一

人
者
で
す
。

ま
た
、
ゲ
ー

ム
・
ネ
ッ
ト
依
存
に
関
わ
る
著
書
を

多
数
執
筆
し
て
い
ま
す
。 

 

樋
口
先
生
は
、
専
門
家
な
ら
で
は

の
豊
富
な
知
識
と
経
験
に
基
づ
き
、

依
存
の
予
防
や
対
応
策
、
依
存
に
合

併
す
る
諸
問
題
等
に
つ
い
て
、
具
体

例
を
示
し
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
話

さ
れ
ま
し
た
。 

 

校
種
を
越
え
て
、
あ
る
い
は
家
庭

で
の
子
育
て
に
も
役
立
つ
内
容
で
、

各
町
教
育
委
員
会
、
保
健
師
、
児
童

委
員
、
保
幼
小
中
高
の
教
育
関
係

者
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

学
習
会
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て  

は
、
か
け
は
し
号
外
で
お
伝
え
し
ま

す
。 

講
演
会
の
感
想
よ
り
（原
文
の
ま
ま
） 

○
以
前
か
ら
ネ
ッ
ト
依
存
の
専
門
と 

 

し
て
、
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
樋
口
先
生
の
話
を
聞
い
て
み
た

い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今

日
は
、
そ
の
話
を
身
延
で
聞
け
る

と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
。
内
容
は
と
て
も

わ
か
り
や
す
く
、
具
体
的
な
も
の

を
示
し
な
が
ら
の
講
義
で
し
た
の

で
、
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存

に
対
し
て
の
理
解
（
こ
れ
か
ら
ど

う
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
な

の
か
を
含
め
て
）
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
に
つ
い

て
、
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
に
上

手
に
付
き
合
っ
て
い
け
る
よ
う
、

子
ど
も
た
ち
と
も
話
し
合
い
を

し
、
正
し
い
使
い
方
を
知
ら
せ
て

い
く
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
自
分
た
ち
の
ス
マ
ホ
の
使
い

方
も
、
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
て

 

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

○
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
の
問
題
は

今
後
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
が
、
国
と
し
て

の
策
が
練
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
状
況
を
改
善
す
る

た
め
に
は
、
家
族
の
協
力
が
不
可

欠
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
得
ら
れ

な
い
状
況
が
多
い
こ
と
が
問
題
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
学
校
教
育
の

中
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
実
践

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

○
保
育
所
に
勤
め
て
い
ま
す
が
、
幼

児
期
か
ら
、
（
ス
マ
ホ
）
ゲ
ー
ム

に
没
頭
し
て
い
る
子
ど
も
が
見
受

け
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
実
際

問
題
と
し
て
、
ス
マ
ホ
を
子
守
り

代
わ
り
に
し
て
い
る
…
… 

と
い
う

保
護
者
に
対
し
て
、
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

今
日
の
研

修
は
大
変
参

考
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。  

令
和
四
年
度 

峡
南
地
域 

異
校
種
連
携
・
子
育
て
学
習
会 

 

『
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
の
現
状
と
対
応
』 

 
 
 
 

久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長
・
顧
問 

樋
口 

進 

氏 

TEL:0556-22-8154
http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html
http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html
http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html
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一
一
月
一
〇
日

（
木
）
、
一

一

日

（
金
）
に
「
人

を

結
ぶ 

こ
れ
か
ら

の
社
会
教
育 

～

語
ろ
う 

甲
斐
の

国

や

ま

な

し

で

～
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
関
東

甲
信
越
静
社
会
教
育
研
究
大
会
が
甲
府
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

社
会
教
育
は
、
学
校
や
家
庭
以
外
で
広

く
行
わ
れ
る
組
織
的
な
教
育
活
動
の
こ
と

で
、
「
社
会
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
柔
軟

に
編
成
さ
れ
た
教
育
内
容
を
年
齢
や
職
業

等
が
様
々
な
人
々
が
中
心
に
な
っ
て
組
織

的
に
営
ま
れ
る
教
育
活
動
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
（
山
梨
県
社
会
教
育
委
員
の
手
引
き

よ
り
）
。  

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

徹
底
す
る
中
で
、
参
集
型
（
全
体
会
の
み

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方

式
）
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

峡
南
地
域
か
ら
は
、
実
行
委
員
・
協
力

委
員
と
し
て
前
日
準
備
か
ら
大
会
当
日
ま

で
の
三
日
間
に
、
五
町
か
ら
延
べ
九
〇
名

の
方
が
大
会
運
営
に
関
わ
り
ま
し
た
。
県

社
会
教
育
連
絡
協
議
会
会
長
で
あ
る
市
川

三
郷
町
社
会
教
育
委
員
の
塩
島
明
美
さ
ん

が
実
行
委
員
長
お
よ
び
全
体
会
部
会
部
会

長
を
、
身
延
町
社
会
教
育
委
員
の
千
須
和

繁
臣
さ
ん
が
分
科
会
部
会
副
部
会
長
、
第

五
分
科
会
会
長
を
務
め
ま
し
た
。 

 

一
日
目
（
一
〇
日
）
は
、
全
体
会
が
行 

わ
れ
ま
し
た
。
開
会
前
に
甲
府
商
業
高
校

ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。
軽
快
な
ダ
ン
ス
に
、
会

場
は
一
気
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

開
会
行
事
で
は
、
塩
島
実
行
委
員
長
が

主
催
者
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
記
念
講
演

と
し
て
、
宇
津
木
妙
子
氏
（
元
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
女
子
日
本
代
表
監
督
）
が
、
「
夢
の

実
現 

～
努
力
は
裏
切
ら
な
い
！
～
」
と

題
し
て
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
「
新
た

な
生
活
環
境
の
中
で
の
社
会
教
育
の
在
り

方
を
考
え
る 

～
社
会
的
包
摂
に
向
け
た

社
会
教
育
の
果
た
す
役
割
～
」
を
テ
ー
マ

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 

 

二
日
目
（
一
一

日
）
は
、
「
人

づ

く
り
」
「
つ
な
が

り
づ
く
り
」
「
地

域
づ
く
り
」
「
生

涯
学
習
」
「
社
会

的
包
摂
」
の
五
分

野
に
分
か
れ
て
、
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
会
場
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
事
例
発

表
、
情
報
提
供
、
研
究
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

関
東
甲
信
越
静
の
社
会
教
育
委
員
・
社

会
教
育
担
当
職
員
及
び
社
会
教
育
関
係

者
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
に
関
心
の
あ

る
方
が
、
全
体
会
に
約
六
七
〇
名
（
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
含
む
）
、
分
科
会
に
約
四
七

〇
名
参
加
し
ま
し
た
。 

 

社
会
教
育
に
関
す
る
他
都
県
の
事
例
や

最
新
の
情
報
を
得
る
と
と
も
に
、
各
地
域

で
の
社
会
教
育
推
進
の
取
り
組
み
に
生
か

せ
る
学
習
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
公
民
館
は
、
市
町
村
そ
の
他
一
定
区

域
内
の
住
民
の
た
め
に
、
実
際
生
活
に
即

す
る
教
育
、
学
術
及
び
文
化
に
関
す
る
各

種
の
事
業
を
行
い
、
も
つ
て
住
民
の
教
養

の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純
化
を

図
り
、
生
活
文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て

い
ま
す
（
社
会
教
育
法
）
。 

 

一
二
月
一
五
日
（
木
）
「
公
民
館
が
つ

な
ぐ 

人
・
も
の
・
こ
と
」
を
研
究
主
題

に
山
梨
県
公
民
館
活
動
研
究
推
進
大
会
が

山
梨
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
「
県
内
の
公
民
館
関
係
者
、

社
会
教
育
関
係
の
職
員
が
一
堂
に
会
し
、

各
地
域
に
お
け
る
公
民
館
の
活
動
状
況
や

活
動
成
果
を
発
表
し
合
い
、
公
民
館
活
動

を
取
り
巻
く
今
日
的
課
題
の
解
決
を
目
指

し
て
研
究
討
議
を
行
う
」
こ
と
を
趣
旨
と

し
て
い
ま
す
。
県
内
か
ら
各
市
町
村
教
育

委
員
会
の
担
当
者
、
公
民
館
関
係
者
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

全
体
研
究
会
の
事
例
発
表
で
は
、
中
央

市
と
南
部
町
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
南

部
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
が
行
っ
た

事
例
発
表
「
南
部
町
の
公
民
館
活
動
に
つ

い
て
」
の
概
略
を

紹
介
し
ま
す
。 

 

は
じ
め
に
南
部

町
の
概
要
と
、
南

部
氏
に
つ
い
て
の

動
画
が
上
映
さ
れ

ま
し
た
。 

 

南
部
町
公
民
館

の
今
年
度
の
重
点

目
標
は
、
「
地
域
に

根
ざ
し
た
特
色
の
あ

る
公
民
館
活
動
を
は

か
る
」
「
明
る
く
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
を
推
進
す

る
」
「
公
民
館
が
、

生
涯
学
習
推
進
の
拠

点
に
な
ろ
う
！
」
「
現
代
的
課
題
の
検

討
」
で
す
。 

 

公
民
館
活
動
と
し
て
、
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
「
町
内
一
斉
ご
み
ゼ
ロ
作
戦
」

「
公
民
館
講
座
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
、
陶
芸
、
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
、
お

や
こ
料
理
教
室
等
）
」
「
貸
館
（
中
央
公

民
館
）
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

各
活
動
は
地
域
の
交
流
、
生
涯
学
習
の

き
っ
か
け
作
り
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
公
民
館
が
抱
え
る
問
題
と

し
て
、
現
在
生
涯
学
習
課
で
管
理
し
て
い

る
施
設
の
老
朽
化
、
将
来
に
向
け
て
の
維

持
費
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
等
、
課

題
も
山
積
し
て
い
ま
す
が
「
コ
ロ
ナ
禍
で

も
で
き
る
こ
と
を
頑
張
る
」
「
講
座
と
い

っ
た
ソ
フ
ト
事
業
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
コ

ラ
ボ
に
よ
り
、
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が

生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
「
難
し
い
問
題

だ
が
、
ハ
ー
ド
面
の
個
別
施
設
計
画
に
お

い
て
、
建
物
が
必
要
な
の
か
考
え
る
時
期

が
到
来
し
て
い
る
」
と
し
て
発
表
を
終
わ

り
ま
し
た
。 

 

二
つ
の
事
例
発
表
、
そ
の
後
行
わ
れ
た

情
報
交
換
、
指
導
助
言
は
、
県
内
各
地
の

今
後
の
公
民
館
活
動
の
参
考
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。  

第
五
三
回 

関
東
甲
信
越
静 

社
会
教
育
研
究
大
会
山
梨
大
会
開
催  

令
和
四
年
度 

山
梨
県
公
民
館
活
動 

 
 

 
 

研
究
推
進
大
会 

南
部
町
発
表  
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一
一
月
三
日
（
木
）
文
化
の
日
、
山
梨

県
立
青
洲
高
校
で
「
瑠
璃
店
（
青
洲
マ
ル

シ
ェ
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
名
称
の

瑠
璃
店
は
生
徒
か
ら
の
公
募
で
決
定
し
ま

し
た
。 

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
「
知
識
・
技
能
等

育
ん
だ
学
力
を
活
用
し
、
『
学
び
』
の
成

果
を
対
外
的
に
発
信
す
る
機
会
と
し
、
地

域
と
の
交
流
及
び
連
携
を
深
め
、
新
た
な

つ
な
が
り
を
創
出
す
る
契
機
と
す
る
」

「
地
域
か
ら
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
、
応
援

さ
れ
る
学
校
と
し
て
成
長
す
る
機
会
と
す

る
」
「
取
組
を
通
し
て
、
生
徒
会
活
動
、

生
徒
の
主
体
的
な
活
動
を
活
性
化
さ
せ

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
増
穂 

商
業
高
校
が
行
っ
て
い
た
「
増
商
デ
パ
ー

ト
」
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
今
年

度
か
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
秋
晴
れ

の
も
と
、
保
護
者

や
小
中
学
生
、
地

域
の
方
な
ど
千
人

を
超
え
る
多
数
の

来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。
物
品
販
売

や
製
作
体
験
、
ゲ

ー
ム
参
加
、
ス
テ

ー
ジ
発
表
、
文
化

部
・
青
洲
学
（
主
に
山
梨
県
の
地
域
の
防

災
と
峡
南
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
産
業
・

自
然
に
つ
い
て
の
学
習
）
の
展
示
な
ど
、

日
頃
の
学
習
成
果
の
発
表
と
交
流
の
場
が

多
く
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

体
育
館
で
は
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
応

援
団
の
迫
力
あ
る
演
舞
と
い
っ
た
日
々
の

活
動
の
成
果
、
ま
た
ク
ラ
ス
で
取
り
組
ん

だ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

屋
外
に
設
置
さ
れ
た
普
通
科
ブ
ー
ス
で

は
、
「
ワ
ク
ワ
ク
実
験
室
」
と
し
て
、
ス

ラ
イ
ム
・
石
け
ん
作
り
に
来
場
者
の
皆
さ

ん
が
挑
み
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ム
作
り
を
行

っ
た
小
学
生
は
、
「
楽
し
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

 

商
業
科
ブ
ー
ス
で
は
、
地
域
の
特
産
品

や
県
内
の
商
業
系
高
校
が
開
発
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ど
の
店
舗
も
盛
況
で
、
終
了
時
間
前
の
完

売
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

 

工
業
科
ブ
ー
ス
で
は
、
測
量
体
験
と
測

量
機
器
を
使
っ
た
宝
探
し
、
溶
接
の
技
術

を
使
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ス
タ
ン
ド
の

製
作
体
験
、
セ
メ
ン
ト
鉢
の
絵
付
け
・
エ

ン
ボ
ス
加
工
体
験
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
場
者
の
皆
さ
ん
は
、
生
徒
か
ら
の
説
明

を
受
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
製
作
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
出
来
上
が
っ
た

作
品
を
手
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ス
タ
ン
ド
製
作
体
験

を
行
っ
た
、
笠
井
煌
実
さ
ん
（
六
郷
小
六

年
）
は
、
「
お
兄
さ
ん
が
手
伝
っ
て
く
れ

な
か
っ
た
ら
で

き
な
か
っ
た
。

初
め
て
だ
っ
た

け
ど
上
手
く
で

き
た
」
と
感
想

を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

  
中
庭
に
は
、

ゲ
ー
ム
に
参
加

で
き
る
コ
ー
ナ

ー
や
、
ダ
ン
ス
や

遊
び
を
通
し
て
異

文
化
を
楽
し
む
交

流
ス
ペ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

校
舎
内
で
は
華

道
部
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
華
や
か

な
雰
囲
気
で
来
場

者
の
皆
さ
ん
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
ま
た

修
学
旅
行
や
土
木
工
学
科
の
学
習
成
果
の

展
示
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

生
徒
会
長
の
杉
田
美
海
さ
ん
（
二
年
）

は
、
「
青
洲
高
校
初
の
試
み
で
、
生
徒
も

準
備
段
階
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ

た
。
そ
の
中
で
、
生
徒
が
自
分
た
ち
で
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
頑
張

っ
て
く
れ
た
。
た
く
さ
ん
の
方
が
来
て
く

れ
、
応
援
し
て
く
れ
て
瑠
璃
店
が
開
催
で

き
た
こ
と
は
一
つ
の
成
果
で
は
な
い
か
と

思
う
。
来
場
し
た
お
客
様
が
楽
し
ん
で
く

だ
さ
り
、
笑
顔
の
方
が
た
く
さ
ん
い
て
、

今
ま
で
な
か
な
か
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
地
域
の
方
と
の
繋
が
り
や
応
援
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
目
に
見
え
て
わ
か

っ
た
機
会
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

 

展
示
、
販
売
、
体
験
、
参
加
と
多
数
の

催
し
が
あ
り
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔

が
各
会
場
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
瑠

璃
店
開
催
は
、
青
洲
高
校
の
歴
史
の
新
た

な
一
ペ
ー
ジ
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
し
て
地
域
と
の
交
流
を
よ
り

深
め
る
機
会
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

青
洲
高
校 

 

 
瑠
璃
店
（
青
洲
マ
ル
シ
ェ
）
開
催  

 

明
治
時
代
か
ら
約
一
四
〇
年
間
、
日
本

で
の
成
年
年
齢
は
二
〇
歳
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
民
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和

四
年
四
月
一
日
か
ら
成
年
年
齢
が
二
〇
歳

か
ら
一
八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
伴
い
各
自
治
体
で
も
成
人
式
に

つ
い
て
対
象
者
や
新
た
な
名
称
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

峡
南
地
域
の
各
町
は
、
一
月
七
日

（
土
）
か
ら
九
日
（
月
）
に
か
け
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対

策
を
徹
底
し
て
、
従
来
の
成
人
を
祝
う

「
成
人
式
」
か
ら
名
称
を
変
更
し
た
二
〇

歳
を
祝
う
式
典
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

各
町
の
「
成
人
式
」
に
変
わ
る
新
し
い

名
称
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

市
川
三
郷
町 

 
 

「
二
十
歳
（
は
た
ち
）
の
集
い
」 

富
士
川
町 

 
 

「
二
十
歳
（
は
た
ち
）
の
誓
い
」 

早
川
町 

 
 

「
二
十
歳
（
は
た
ち
）
の
つ
ど
い
」 

身
延
町 

 
 

「
二
十
歳
（
は
た
ち
）
の
集
い
」 

南
部
町 

 
 

「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」 

 
 

 

二
〇
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
の
門
出
を
お

祝
い
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
若
い
力
と

し
て
益
々
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

峡
南
地
域 

 

二
〇
歳
を
祝
う
式
典
行
事
新
名
称 
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一
一
月
四
日
（
金
）
三
校
時
に
六
年
生

を
対
象
と
し
た
箏
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
師
と
し
て
、
原
田
眞
弓
さ
ん
、
岡

﨑
紀
子
さ
ん
の
二
名
が
、
箏
の
演
奏
に
つ

い
て
指
導
を
行
い
ま
し
た
。 

 

児
童
の
皆
さ
ん
は
、
休
み
時
間
か
ら
、

箏
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
努
力
を

感
じ
ま
し
た
。
一
一
月
一
二
日
（
土
）
に

行
わ
れ
る
、
「
ふ

れ
あ
い
発
表
会
」

で
、
発
表
を
行
う

予
定
に
な
っ
て
い

て
、
そ
の
取
り
組

み
の
た
め
に
、
い

き
い
き
人
材
材
活

用
事
業
を
利
用
し

て
、
学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

「
さ
く
ら
」「
花

か
げ
」
の
二
曲
に

つ
い
て
、
熱
心
に

学
習
を
進
め
て
い

ま
し
た
。
講
師
の

先
生
に
手
拍
子
で

リ
ズ
ム
を
と
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
演

奏
を
し
た
り
、
難
し
い
部
分
を
繰
り
返
し

練
習
し
た
り
と
、
一
四
名
の
演
奏
が
一
致

す
る
よ
う
、
丁
寧
な
指
導
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
に
譜
面
を

見
な
が
ら
、
演
奏
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
正
座
で
演
奏
す
る
た
め
、
時
々
全
員
で

足
を
伸
ば
す
時
間
を
取
り
な
が
ら
、
一
時

間
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。 

 

授
業
の
ま
と
め
と
し
て
、
講
師
の
先
生

が
、
「
（
六
年
生
が
ふ
れ
あ
い
発
表
会
で
演

奏
す
る
と
い
う
）
伝
統
を
引
き
継
い
で
演

奏
が
で
き
て
い
た
。
前
回
よ
り
も
上
手
に

な
っ
て
い
た
。
難
し
い
曲
を
選
ん
で
し
ま

っ
た
か
な
と
心
配
し
て
い
た
が
、
こ
こ
ま

で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
さ
す
が

鰍
沢
小
の
六
年
生
だ
と
感
じ
た
」
と
評
価

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

ふ
れ
あ
い
発
表
会
で
の
、
六
年
生
に
よ

る
箏
の
発
表
は
、
今
年
で
一
〇
年
を
数
え

る
そ
う
で
す
。
鰍
沢
小
の
伝
統
を
引
き
継

ぐ
べ
く
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
、

雅
な
音
色
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。
発
表
会
で
の
雄
姿
が
楽
し
み
な
授

業
で
し
た
。 

  

 

一
二
月
一
六
日
（
金
）
三
・
四
校
時
に

一
・
二
年
生
（
一
二
名
）
を
対
象
に
、
折

り
紙
を
使
っ
た
図
工
の
授
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
と
し
て
赤
池
初
子
さ
ん
が
、

指
導
を
行
い
ま
し
た
。
赤
池
さ
ん
は
、
毎

年
七
月
と
一
二
月
に
、
季
節
に
合
わ
せ
た

折
り
紙
の
指
導
と
、
折
り
紙
で
作
っ
た
紙

芝
居
の
上
演
を
児
童
の
皆
さ
ん
に
行
っ
て

い
ま
す
。
児
童
の
皆
さ
ん
が
、
毎
回
楽
し

み
に
し
て
い
る
授
業
だ
そ
う
で
す
。
今
回

は
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
を
作
成
し
ま
し
た
。 

 

授
業
の
は
じ
め
に
赤
池
さ
ん
は
、
黒
板

に
折
り
紙
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
三
つ

掲
示
し
、
違
い
を
児
童
の
皆
さ
ん
に
質
問

し
ま
し
た
。
児
童
は
「
星
の
色
」「
大
き

さ
」「
ベ
ル
が
付
い
て
い
る
」
等
と
活
発

に
答
え
ま
し
た
。
一
つ
は
九
五
歳
の
お
婆

ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
と
聞
き
、
皆
さ
ん
驚
い

て
い
ま
し
た
。 

 

「
も
っ
と
全
体
を
見
て
欲
し
い
な
」
と

い
う
赤
池
さ
ん
の
言
葉
に
、「（
リ
ー
ス
の

リ
ン
グ
の
部
分
の
）
色
が
違
う
。
緑
と

赤
、
こ
っ
ち
は
黄
緑
と
緑
」
と
配
色
の
違

い
に
気
づ
き
ま
し
た
。
緑
と
赤
は
ク
リ
ス

マ
ス
ら
し
い
が
飾
り
が
目
立
た
な
い
、
黄

緑
と
緑
は
ク
リ
ス
マ
ス
ら
し
く
な
い
が
飾

り
は
目
立
つ
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
児

童
は
、
自
分
が
作
り
た
い
リ
ー
ス
を
イ
メ

ー
ジ
し
な
が
ら
、

ど
ち
ら
の
リ
ン
グ

の
配
色
に
す
る
か

を
選
ん
で
い
ま
し

た
。 

 

赤
池
さ
ん
は
、

難
し
い
と
こ
ろ
で

は
、
特
大
の
折
り

紙
を
使
用
す
る
な

ど
、
折
り
方
を
わ 

か
り
や
す
く
実
演

し
な
が
ら
、
説
明

し
ま
し
た
。
児
童

の
皆
さ
ん
は
説
明

を
思
い
出
し
て
、

「
こ
う
や
っ
て
」

「
あ
と
少
し
で
で

き
る
」
「
こ
う
か

な
？
」
な
ど
と
口

に
し
な
が
ら
折
り

紙
に
集
中
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
「
こ
こ
が
難
し

い
」
と
赤
池
さ
ん
や
先
生
、
友
達
に
伝

え
、
折
り
方
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

困
っ
て
い
る
友
達
に
は
、
「
手
伝
お
う

か
？
」
と
声
を
か
け
て
協
力
し
て
作
品
を

作
り
ま
し
た
。 

 

リ
ー
ス
の
リ
ン
グ
が
出
来
上
が
る
と
、

次
は
装
飾
で
す
。
赤
池
さ
ん
が
用
意
し
た

折
り
紙
の
鈴
・
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
・
ロ
ウ

ソ
ク
、
星
や
雪
だ
る
ま
の
シ
ー
ル
、
児
童

が
自
身
で
作
っ
た
星
を
、
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
貼
り
付
け
ま
し

た
。
完
成
す
る
と
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
喜

び
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
素
敵
な
リ
ー

ス
が
出
来
上
が
り
、
学
年
ご
と
に
記
念
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
赤
池
さ
ん
が

折
り
紙
で
作
っ
た
、
紙
芝
居
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。 

 

今
回
の
折
り
紙
工
作
の
授
業
を
通
し
、

一
つ
の
作
品
を
完
成
さ
せ
る
喜
び
、
他
者

と
の
協
力
、
思
い
や
り
の
心
な
ど
、
様
々

な
学
び
が
深
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

完
成
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
は
し
ば

ら
く
教
室
に
飾
り
、
終
業
式
ま
で
に
は
児

童
が
持
ち
帰
り
、
家
庭
で
飾
る
こ
と
に
し

て
い
る
そ
う
で
す
。 

い
き
い
き
教
育 

 
 
 

地
域
人
材
活
用
推
進
事
業 

 

本
事
業
は
、
児
童
生
徒
に
「
生
き
る

力
」
を
育
く
む
た
め
、
地
域
在
住
の
専

門
家
・
社
会
人
を
学
校
に
招
き
、
各
教

科
等
の
指
導
計
画
に
則
り
、
担
当
指
導

教
師
の
も
と
、
専
門
的
分
野
の
講
義
や

実
技
な
ど
を
通
し
て
、
学
校
教
育
の
活

性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

 

峡
南
地
域
で
は
、
以
前
よ
り
こ
の
事

業
が
盛
ん
で
、
今
年
度
は
二
二
校
で
実

施
さ
れ
、
講
師
は
延
べ
四
三
名
を
数
え

ま
す
。 

 

今
回
、
鰍
沢
小
学
校
と
市
川
南
小
学

校
の
授
業
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。  

鰍
沢
小
学
校 

 

市
川
南
小
学
校 

 


